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界
的
'大
戰
邻
漸
く
終
b

を
吿
妙
て
^

利
の
商
職
®

む
激
烈
な
ら
ん
ど
す
。
此 

■
秋
.
‘R f
 v

;

世
界
の
.商
戰
®

、a

R

馳
m

し

t
‘
® .
:

化
测
，ら
れ
ざ
か
;の
活
機
を
.制 

し
、
必
勝
介
利
を'收
め
人
i

欲
せ
ば
須
6>
'
-
-
ぐ

商

用

派

信

文

に

練

達

せ

ざ

る

ベ

か
 

.

^

o
 

,

M
信
文
は
商
^

に
於
け
る
唯
‘

「

の
武
#

に
、し̂

齊
^

の
集
微
，も
信
用
の 

淳
也
幕
も
其
利
鋪
奴
何
に
ょ
力
て
決
す
。*
漭
«
に
本
書
を
公
に
す
る
や
ゑ
双
な
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に

於

け
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璺

宫

な

，
る

a
答

と
.は

以

て

從

來

#
;
て

見

ざ

る

好

書
ビ 

匕

す
^

業

界

は

勿

論

芥

商

类

鄭̂

^
校

の

观
‘师

す

る

所

冷

な

リ

贬̂

班

ぬ

ふ
^ : 

五

族

今

闾

：史

に

訂

正

第

六

，版

を

出

す

。

妒

取

め

經

傭

戰

<R
必

勝
t
期

せ

か
 

^'
の
.
±
,
は

必

す

本

書̂,
座
右
^

哄
.へ
ざ
る
‘
ベ
，か

ら

ず

。

*

%店w十區橘本n市京衆
; .房 、 華 、
. 登千局本話電七西京被

經
濟
的
史
觀
論
の
價
値(

一)

野村兼太郞

人
類
を
他
の
動
物
よ
b
區
別
す
る

に
0
0
の

^

^
を 

以
つ
て
す
る
は
、
素
よ
&
極
め
て
非
科
學
的
の
論
斷
な 

ぅ
と
離
も
？
實
際
的
方
面
よ
6
見
れ
ば
、，
又

1
.
0理
由 

を
も
舍
ま
ざ
る
も
の
に
あ
ら
す
。
勿
論
膝
史
を
定
義
し 

て
«

つ
て
-1
§
り
た
る
事
實
、：
づ7
0
5 

2
!
^
5
<
:
}
1

5-
1
1
1
:un

d

 

w
a
s

究
上
の
典
味
ビ
實
際
上
の
必
要
ど
ょ
り
の
假
定
R
過
ぎ 

す
し
て
、
何
等
根
本
的
理
由
あ
る
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
 

か
の
歷
史
に
對
し
て
新
し
き
解
釋
を
企
て
た
る
ク
.
4ン 

デ
ル
\

ン
ド
、
リ
ッ
ケ
ル
ト
等
の
西
南
獨
逸
學
派
の
論
す 

る
所
の
如
き
、
各
称
學
の
目
指
す
所
の
認
識
目
的
に
依 

P
て
，、
自
然
科
學
對
膝
史
科
學
若
し
く
は
文
化
科
學
の 

區
別
を
な
し
た
る
は
、
勿
論
方
法
論
上
疋
當
な
る
論
理 

的
歸
結
な
る
ベ
け
れ
ど
も
、
直
ち
に
是
を
以
つ
て
科
學 

の
本
質
的
區
別
ビ
な
す
に
，は
？
傅
ほ
苯
ポ
若
千
の
疑
問 

な
き
に
あ
ら
ず
。
要
之
如
何
な
る
自
然
物
S
職
も
歷
史 

を
有
せ
ざ
る
名
の
は
な
し
。
，然
乍
ら
假
令
す
べ
て
の
も

一
の
が
膝
史
を
有
す
る
^
も
せ
!;
、.
數
卞
年
數
百
年
を
經 

g
e
s
c
h
e
h
e
n

 

ist

と
の
記
錄
な
b
と
解
せ
ば
、
他
の
動
物\

る
も
殆
ど
何
等
見
る
可
き
變
化
を
も
生
せ
ざ
る
も
の
、
 

は
論
す
る
迄
も
な
ぐ
、植
物
鑛
物
の
如
き
も
の
と
雖
も
、

若
し
く
は
變
化
は
す
ft
ど
も
常
に
略
々
同1

の
變
化
を 

贺
も
時
間
的
經
過
を
宿
す
る
も
の
は
、
すY

て
各
々
其
繰
返
す
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
、

::
-
.斯
如
き
％
の
、
0
0
K
對 

の
歷
史
を
有
す
ベ
き
理
な
然
る
に
こ

 

>
に
人
.類
以
し
て
、
吾
人
は
何
等
の
典
味
を
も
感
ず
る

.
i

f
得h

 

外
の
自
然
的
事
物
に
歷
史
な
し
ビ
解
す
る
は
，
軍

に

硏

，る
べ
し
。
斯
如
く
®

な
る
實
際
的
の
便
®
上
ょ
ら
、
歷 

.

第
十
U
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(
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三
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，

雜

0

經
濟
的
.史
觀
論
の
愤
値
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;
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四
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雜

錄
經
濟
的
史
黻
論
の
惯
値

 

0
§

九
拽

，

I

I

，卜
、

.

‘ 

V f 
く
：

:::
.:::

實
は
何
等
屈
釋
的
に
選
擇
せ
£
れ
た
る
も
の
に
て
も
な 

ナ
カ
る
へ
ビ
fe
す
。
:

,
 

ぐ
、
且
亦
文
化
惯
値
S

し
で
何
等
干
與
す
る
所
f

 

然
ら
は
歷
史
と
..は
命
何
,5
:」

る
.も
.，の
を
.云
.
.ふ
カ
.尸
す
で
.

カ
故
^
、
如
何
な
■る
®
'擇
目
的>

u
s
w
a
h
l
z
w
e
c
k

に
も 

R
述
べ
た
る
が
如
く
過
去
に
起
ら
た
る
^
實
の
記
錄
な
一
叶
は
ざ
る
も
の
な
る
が
故
*

り
。
換
.言
せ
ば
文
匕
.^
11 

る
：以
上
、(

r
)

時
問
的
に
經
過
せ
る
こ
.と
、(

ニ)

事

實\

に
干
與
す
る
所
な
き
事
實
は
、
脎
处
的
學
實
S
云
ふ
こ

的
存
在
な
り
し
こ
と
、
：及
び(
三)
個
別
的
に
記
録
3
る 

、
乙
S
を
必
M

ど
す
る
«
論
な
し
げ
^
れ
^
以
土
の
三 

要
件
の
み
に
て
は
未
だ
歷
史
的
事
實
ビ
し
て
充
分
な
り 

と
云
ふ
こ
ビ
を
#
す
。
例
へ
ば
あ
る
母
が
某
と
云
ふ
子 

を
生
め
b
と
云
ふ
が
如
&

は
、
過
去
に
於
け
る
あ
る
人 

類
の
事
®

に
は
相
違
な
け
れ
ど
も
：、
歷
史
的
事
實
に
は 

あ
ら
ず
。
或
は
又
ゲ
！
グ
が
.；ー
セ
八
0
年
^
呼
鍮
と
鍵 

.と
を
、
K

に
同
年
ニ
月
ニ
1

一
 
日
に
書
翰
凾
を
調
製

 ̂

甘
し
こ
ど
は
、
今
U

®
布
せ
る
雛
匠
の
受
取
證
R
依
办 

y

、
#!
實
な
る
過
去
0'
#

實
な
る
こ
と
を
證
明
3
れ
た 

う
ど
す
る
も
、一
斯
如
き
は
倚
ほ
歷
史
的
事
實
に
ぁ
ら
す
ノ

と
を
得
ざ
る
な
り
。

’

,
然
ら
ば
斯
如
.き
學
實
が如

：！：

な
る
意
味
に
於
て
の
み 

歷
史
的
に
價
値
あ
ら
と
せ
ら
る
、
や

。

’斯

如

き

論

趣

の
 

當
然
の
結
果
と
し
て
、
常
に
其
の
前
提
に
進
化
®
し
ぐ 

は
發
達
の
觀
念
を
豫
想
せ
ざ
る
;?
:
得
ず
。
換
言
す
れ
ば 

人
生
は1

の

s
e
e
,

に
對
す
る
過
程
ど
し
て
、
是
に
對 

し
て
向
上
せ
ん
ビ
す
る
點
R
於
て
の
み
惯
値
を
有
す
る 

も
の
な
り
。
即

(

四)

文
化
僧
値
あ
.る
一
の
S
ヰ
に
向 

つ
て
精
進
努
力
す
る
人
間
の
過
程
I

文
化
に
對
し
て 

貢
獻
あ
ち
し
事
實
こ
を
歷
史
的
辦
實
な
i
。
背
も
歷
史 

的
事
*

た
ら
ん
に
は
、
以
上
述
ベ
た
る
が
如
き
四
つ
の

T
謹 .

!
I
1
!

1

I.:

I

I

I

|
im

駆
件
を
具
備
せ
ざ
る
ベ
：か
ら
ず
。
斯
如
き
理
想
論
の
假

. 

足
に
胄
す
る
反
對
諭
は
S

B
 

k
想
像
し
得r

:尙
ほ 

又
こ
れ
等
の
黏
に
關
し
て
論
す
ベ
き
•こ
と
®
だ
多
け
れ 

ど
も
、：
本
論
文
の
範M

外
に
逸
す
る
こ
と
の
餘
り
に
甚 

だ
し
き
を
恐
れ
て
©

く
®

を
論
せ
ず
、
唯
人
類
の
社
會I 

,的
變
遯
1

少
く
ど
も
原
始
的
民
族
の
時
代
ょ
o
今
日，| 

の
瑰
代
文
明
人
の
域
に
達
し
た
る
過
程
を
假
り
に
稱
し1 

て
進
似
ビ
云
ふ
を
許
容
し
得
れ
ば
足
れ
6
。
斯
く
し
て
一 

II
に
論
涉
を
進
め
て
、
然
ら
ば
か
，
る
文
化
を
形
成
す
ノ
 

.る
人
類
進
化
の
過
辟
は
如
何
な
る
も
の
を
典
の
根
本
的| 

®
機V

な
す
や
。，
換
言
す
れ
ば
歷
史
の
极
本
と
な
る
ベ 

き
働
機
は
如
何
な
る
も

の
な
り
や
に
就
て
#
せ
ん
ビ
欲

,し
，
：

.

:
■
;
:■
.
.
,
 

;■:
.
.
1 

:
, 

: 

^

•
 

9̂ . 

.

.

:■
'

歷
史
の
對
象
ヒ
な
る
.ベ
き
もQ

；

は
人
類
及
び
.人
類
の
：，

.
干
與
す
る
事
象
な
り
と
せ
ば
、
.滕
史
の
极
本
的
動
機
と 

な
る
べ
き
も
の
も
、
畢
竟
す
ゐ
に
人
類
生
活
の
根
本
的
ぐ 

動
機
艺
同
ー
な
ら
ざ
る
ベ
か
ら
ず
。
然
る
に
吾
人
々
類

瑢

十

悬

(

§

3
 

.

雜

錄

.經
濟
的
史
觀
論
の
僧

.
は
.有
史
以
來
常
R
.一
 

の
社
會
を
形
成
し
來
た
れ
り
斯 

如
き
社
會
の
起
源
が
如
何
な
る
事
實
に
基
き
た
る
€ 
• 

或
は
乂
社
曾
の
本
質
が
意
志
の
結
合
た
る
と
、
各
人
の 

i
尚
れ
る
ビ
、
果
た
又
同
類
葸
_

た
る
と
を
_
は
す
、
 

如
何
な
る
個
人
と
雞
も
此
の
社
會
を
離
れ
て
存
在
し
得 

る
も
の
に
あ
ら
ず
。
勿
論
個
人
を
離
れ
た
る
社
會
は
思 

考
し
得
ざ
れ
ざ
も
、
一
方
個
人
が
社
會
を
作
る
ビ
共
に
、
 

他
方
社
會
は
個
人
を
作
b
、
相
互
相
離
る
ベ
か
ら
ざ
る 

關
係
を
有
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、
如
何
な
る
個
人
と 

雖
も
社
會
：の
.影
響
を
免
る
.、
こ
ビ
を
得
ず
。
斯
く
社
會 

を
維
持
形
成
す
る
に
必
要
な
る
條
件
は
必
ず 

一
ニ
に
止 

ま
ら
ざ
る
ベ
し
^
,雖
も
、
其
の
根
本
敗
^
絕
對
に
必
要 

な
る
は
各
個
人
の
生
命
の
.持
續
な
る
.
Wビ
論
を
俟
れ
个 

然
る
に
其
の
生
命
の
持
a

に
最
も
必
要
な
る

は
物
質
的 

生
活
に
外
な
ら
す
。
假
令
世
を
捨
て
俗
を
脫
し
*
る
®
 

溝
ビ
雖
も
、彼

が

其
.0
生
命
を
.持
續
せ
ん
と
す
る
限
む
、 

物
質
的
生
活
ょ
り
離
る
、
こ
e
を
得
ざ
る
な
b
。
唯
#: 

:

遒 

第

五

雜

九

^
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六@
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.

雜 

0 

i

t

i

^

l
 

の
#
質
'盼
評
馏
が一 .

般
.人
.に

比

，し

て

極

め

て

侮

し

.
と

异
 

ふ
に
過
ぎ
ざ
る
'の
み
。
況
ん
や
他
の
物
：質
的
欲
«
の
甚 

.
だ
し
ぐ
#-

K

な
る
プ
般
A
頌
に
於
$
は
>
其

の

關

：係
ー 

層
密
楼
は
し
で
.
、
' 其
.の

生

存

甘

ん

る

.意
爵
は
、

極
め
て
强
く
、殆
ど
旅
始
的
本
能
ど
も
云
ふ
べ
き
な
り
。

從
っ
’：

て
：；

其
の
.物

質

的

生

活

は

時

，
に
：

.其
の
靈
的
_

海
を
^:I 

M
迫
し
.去
つ
て
、
彼
等
が
全
生
活
を
支
配
す
る
化
至
：る

\

:

こ
ヒ
#

だ
多
し
。
か
く
物
;«
的
生
：活
は
單
に
一
:個

人

の

'
ー 

-生
活
を
支
.配
す
る
に
.止
ら
す
、
引
'い
て
3£
|に
社
會
全
：«

〉 

の
狀
鶴
K
影
響
す
る
所
亦
甚
だ
太
な
6

。
勿
論
斯
如
き 

物
質
的
在
活
以
外
に
轎
神
的
方
而
例
へ
■ば
宗
敎
的
生
溶 

の
如
き
、
時
に
其
の
感
■

の

發

露

.
は

物

質

的

方

面

以

上
 

^
菩
人
の
生
活
を
支
配
す
る
.」

？
な
会
に
ぁ
ら
ざ
れ
ど 

も
、
尙
ほ
其
，の
常
態
に
ぁ
り
て
は
.物
質
的
生
活
の
影
響 

を
避
く
る
-
し
ど
.能
は
：ず
o
:
®人
は
常
に
斯
如
き
物
®
的 

:

方
面
’の
：活
動
、
換
言
す
れ
ばM

濟
的
生
活
：に
左
右
せ
ら 

机
ざ
る
を
拇
ず
.、
こ

>に
，
於

ズ

社

會

の

變

遷

即

ち

#

會

第

盡

：

%  
一！ a
ハ

«
織

,©
*
靡
.の
*
本

，的

原

因

成

，
暴

を

.經

濟

的®
ra
は
^
 

せ

ざ

，
る

を

：
得

#

4
人

生
'の
®
濟

的
.方

，©

は

少

く

 
€

も

歷 

a

a

^

git
於

て

有

力

な

たf
 

霊

：
し' 

得

ざ

る.な

り

。

:

.斯
^

^
考

ふ

る

時

如

何

な
.る

理
_

0

^

y、す 

。
る
：
K
も

ぜ

ょ

、

人

類

：の

歷

史

：
を

：考

-

^
る
^
當
0
:て
：
、
-

: 

.換

言

ず.れ

ば

文

化0
過

程
.を

茈

當.鏡

錄

せ

ん€
す

る
. 

k
は
.' 
經

濟

的1?
.拯

を
^
却

し

て

は

，

充

分

K
是
.を
«

\

た
す
-
V 

然
ら
ば
.斯

匆

き

經

濟

的

味

如

.

I

M

!

s
度
に
.於
て
、
.
.0
£
k
0
0
k 

f

 

§
t

§%
の
なb
や

o

斯
如
き
滕
史

，
經

濟

的

史

観

論

，

の
.價
値
如
何
。
換
言
す
れ
ば
こ
，，

债
^

^

,
 

係
如
？何
。是
れ
以
下
論
せ
ん
S
欲
す
る
所
の
も
*
V
A
y
F

(
餘
. 一.
.

)

'
.,w
.wernhei 
日
：

lEinleitung;; 

i
p 

die、Ge.sc:hichtswi:=:sen- 

sclaafL 

(sa 日
！：n
l
u
n
R
G
d
s
c
h
s
o

%•
 

M
.

(

II
:
一
 j) 

W
f0cb
2,
cr
s
d:

I

 ̂

GtlscMchte 

F Naturwissenschaft̂

Klckert:ln Kulturwissenschaft u. Naturwissensĉ
.

i

I

!

t-1

I

i

S

3
 

p
 

seignobos“—
《
La 

彥 tKode Historique 

appll-q* 

經
濟
的
史
觀
，論
：《

ar
c
.o
,
n
o
r
h
!
c 

int

n)'rj>reta1i<m 

o
f

I
T
.
-

と
*
す
る
を
以
つ
て
最
も
穩
當
な
る
名
稱
な

(

雜
四
.

)

匀
ー
ロ&
姿
吕
^
"
I
S
P7U
. 
N
.
^
p
r
ei
u
d
i
e
n
'

D.ritte. AuS- 

' 

- 

s.

 ̂

 ̂

 ̂

m
r
>

:

:

K
E
S 

へ
;

經
濟
的
史
觀
論
の
思
想
は
其
の
起
源
を
必
ず
し
も
マ 

,ニ
號〕

參
)!
[
1
. 

\

ル
ク
ス
^
發
會
^
に
あ
ら
中
、
最
5:
'
遠
く
探
.れ
ば
希
))
}
|
' 

A

i

v
高
田
保
馬
.氏f

社
.傅
^
歷
1,

」

丑
九
茛 

.
1

時
代
に
得
る
と
^
必
ず
し
，も
雞
ら
す
^
雖
も
、
斯
如
き 

:
(

註
七)

Sdig

日al
i
t
v

 E
I
O
I

 

nrpretation- 

of H
i
s
?

 

|

は
牽
强
附
會
の
,

を
免
れ
：ず
、
恰
も
'近
松
、；

V

ェ
ー
•.ダ
ス 

■

■:
今

P. 3

•

(

河
上
垡
譯「

新
史
觀j

四
S

• -
ビ
ヤ
の
著
作
の
內
拉
永
遠
の
#

a
を
求
め
、
彼
等
の
哲 

!
.
t
」

 

.I

學
思
想
を
讃
美
す
を
に
.似
^

b
。
然
乍
ら
近
く
十
A

®
 

經
濟
的
史
«
論
©.
如
何
3:
る
も
の
か
に
就
.て
ば
ー
、

す
.\

龃
.に
'於
で
現
れ
飧
る
雜
學
者
、
即
ち
伊
の
グ
ィ
コ
ー
、怫 

で
^
土
述
.せ
る
所
に
依
つ
-て
略
々
明
か
な
か
ビ
職
も
，、.

-
0,
:モ
ど
ネ
ネ
キ
ユ
ー
、
獨
の
へ
ル
デ
，
、
英
の
ぺ
ッ
.ク
ル 

:-
吏
^
是
.を
義
體
的
に
明
確
に
せ
.ん
汷
欲
ず
6
::
經
濟
的
史
|
等
.の
.所M

g
g

e

は
^
.で
^
經
_
盼
史
觀
離
ゆ
胚
猶
を
. 

親
論
ぼ
'從
^

#
々
な
る
名
稱
を
以
つ
て
稱
甘
ら
れ
た
.办

く
見
备
乙
ビ
を
得
ぺ
し
。
匆
鳞
マ
^
ク
ス
と
*

も

是

雲

：
 

聊
1
唯
物*

2
^

 

土
.

i
e
r
i
a
l
i
s
t
i
c 

interpretaHoa 

o
r

學
雜
に
影
響
.̂

る
、
所
少
妒
&<fvo 

?
れ
オ
マ
ル
ク
ス 

h&taricar materialism、

或
は
佛
#

の
龜
者
間
..に

は

經

の

最

も
.影
響
さ
^
た
务
は
，左
©
.四
思
.想
«
れ
と
す
。
' 

' 
即 

,

,

命
主
義
t Ec

o
n
o
m
i
c
:

 d
e
t
e
l
l
.
-

等

ど

呼

；
：一

(

第
二 )

獨
逸
0,
古
f

觀
念
論
、
殊
に
へ
！
グ
ル
0

_
 

れ
'た
雖
も
、
セ？
ダマン

.坎
の
云
へ
.令
が
.如
<

、

證
哲
.學
、所
謂
正
‘反

合

：
の

恐

想

(

第

ニ

，

)

フ
ォ
ィ
エ
ル
：イ
ッ
メ 

M
i
$ 

雜
’

錄辟轉隨史觀論

^
傲
«

第
3£
-

1

九.七



$

三

怨

(

六
四
四)

錄
經
微
的
史
觀
論
办
礅
傲

第
盡

交

0
人

類

學

的

喷

物

論

、
ス

D
e
r

 anthropologische M
a
t
e
v

 

ialisumus e

 

(

第
三)

ナ
ン
、
シ
モ
シ
の
歴
史
の
經
濟
的 

:

解
释
、
}*
後
に(

第
四)

ダ
ー
冲
ン
の
生
物
進
化
の
說
、

等

な
>
ゾ
斯
如
く
マ
ル
ク
ス
の
說
は
先
人
の
氣
の
影
響 

を
受
く
る
所
極
め
て
多
大
々
办
と
雖
_も
、
彼
が
最
初
に 

I

筒
の
學
說
S
し
て
經
濟
的
史
觀
論
'?
:
樹
立
せ
る
^
は 

«

ふ
：ベ
：か
&
す
。
今
ャ
ル
ク

ス

自

身

の

：
說
く
所
を
見
.る 

に

、

一
八
五
九
年

の
箸

「

經
濟
學
批
判」

《
N
u
r
.
K
r
i
t
i
k

 

d
e
r

 

politischen 

0
€が
§
0
1
1
1
1
6

.ヒ

の

字

文

に̂

て
31
:
の
1|

.
-4)
. 

.
 

.
 

. 

■ 二-

)

」

度
を
明
か
に
し
た
气
即
ち
物
質
的
生
活
の
生
産
方
法I

';
な
る
區
分
な

6
と
思
#
し
得
ず
：。
何
ビ
な
れ
ぼ
陴
士
も

「

云
へ
る
が
如
く
、「

第

1

の
生
張
は
論
理
上
必
然
的
に
第 

I
I

の
主
張
を
産
む」

裔
寧
ろ
第
一
の
主
張
も
第
二
の 

主
張
も
論
理
上
同一

な
ぅ
と
云
ふ
も
不
可
な
け
れ
ば

f
o

>
\

ク
ス
の
說
く
所
を
解
す
る
に
上
述
す
る
所
を
以 

，
つ

て

誤

な

し

w

す
れ
ば
、
：從
來
マ
ル
ク
ス
に
對
し
て
な 

さ
れ
た
る
經
濟
的
史
觀
論
の
攻
擊
は
往
々
R
し
て
當
を

素
の
，®
要
。
河
.上
博
士
0
言
を
以
つ
て
す
れ
ば
人
類
の 

文
化
に
關
ず
る
經
濟
的
說
明
。
及
び(

一
1)

社
會
的
變
化 

を
®
濟
的
狀
態
の
'結
果
：ょ
6
生
ず
る
.階
級
#
圆
に
»
せ 

ん
ビ
す
る
も
の
に
し
て
'、
河
.上
博
士
ば
是
を
社
會
組
織 

進
化
論W

名
け
た
ぅ
。
博
士
は
更
に
是
を
1
ー
分
.し
て
» 

會
の
生
產
カW

社
#

&

織

ビ
の
㈣

に
ば

密
接
不
離
の
關 

係
あ
る
も
の
な
る
之
ビ
、
、
社
會
の
生
產
カ
の
變
動
R 

俾
ぅ
て
社
會
組
織
も
亦
必
然
的
に
變
動
す
ベ
き
も
.の
な 

る
こ

と

、
に
せ
ら
れ
た
れ
ざ
も
、
こ
は
必
す
し
も
^
耍

な
る
も
の
は
社
會
的
政
治
的
及
び
精
神
的
の
生
活
過
程 

を
決
定
ず
る
も
の
な
h

^
云
ふ
に
ぁ
办
。
然
乍
ら
マ
ル 

ク
ス
に
關
し
て
は
幾
多
の
學
潘
の
詳
細
な
る
赃
究
あ
办 

敢
て
こ
、
に
再
述
す
る
の
必
恶
を
認
め
ず
、
唯
彼
の
說 

ぐ
所
の
結
論
の
み
を
簡
單
に
記
述
す
れ
ば
足
れ
彡
o

マ 

ル
ク
ス
：の
云
ふ
所
を
-a
る
に
大
體
ニ
筒
に
分
つ
こ
と
を 

得
る
が
如
し
：0
即
ち(

一
)

歷
史
上
に
於
け
る
經
濟
的
耍

外 ,

.失
し
た
る
が
如
し
。
蓋
し
T

V
ク
ス
の
所
說
は
暫
々
其 

の
說
を
踏
製
す
る
者
に
依
つ
て
餘
b

に
誇
張
せ
ら
れ
た 

る
が
故
な
る
べ
し
。
ス
ベ
ル
ゴ
ー
の
云
へ
る
が
如
く
タ 

丨
ク
冲
シ
の
進
化
論
も
.マ
ル
ナ
ス
の
人
口
論
も
其
の
後 

繼
者
R
依
つ
て
餘
$
に
狹
義
に
解
_

せ
ら
れ
れ
&
。「

こ 

れ
人
»
に
關
ず
る
學
說
の
免
れ
得
ざ
る
運
命
な
i

。J

然 

る
^
獅
办
マV

ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
經
濟
的
史
觀
論

の
み
は
之
に
反
し
て
寧
ろ
誇
大
せ
ら
れ
^
る
な
り
。

ぃ

■ 

.
: 

•
. 

.

.

.

(

註 V ) 

J. S
p
a
r
g
V
《 socialism.

、ブ P.
7
2

.V

(

法
，

一 
一

)

，
.
.
Ŵ.IQ
'
.日 P0

*'_̂
sopo.mic....lnterpretation 

.
o
f 

History、

(

註
三)

？
藤
井(

健)

博
士 I

唯
置
觀
.の
解
剖
：其
素
成
分J(「

日
本
社 

费
學
院
样
報」

5

牟
S
1
册
:w
:

(

ti
l
四)

w
, Marx:—

P
A

 

contribution 

to the Critique 

of 

Political 

.
E
c
o
n
o
m
y
》
, 

(translated; b
y

 .stone.) 

' pp.

. 

IIII 

f 

.

へ.

パ

河

上

博

士「 r

シ

サ

ス

の

社

會

主

辍

の

理

論

的

體

菜

」(「

社 

'
:

.

.
脅
卯
龃
の
研
究

」

猫
三
册
>
说

碗

^
る
飜
譯
紹
介
め
リ

.雌

:.
—
 

i

t

i

o

(

独
五)

o

d
へ Skelton: Ips.ocialism. 

A
 Critical 

Apalysis、

 

pp. 102 -114 .

河
上
揽
士
間
上
.
ニ
七
1
ニ
九
瓦 

(

註
六〕

Spargo:

丨
，前
椹p. S2

,

今

こ

>に
如
何
^

マ
ル
サ
ス
の
主
張
す
る
所
が
後
世 

「

に
於
て
誇
張
さ
れ
れ
り
や
岙
や
に
就
て
は
、
論
せ
中
し 
|

て
蔽
ち
に
然
ら
ば
斯
如
&

史
觀
論
に
對
し
て
說
へ
ら
れ 

|

た
る
反
對
論
に
就
て
見
ん
ビ
欲
す
。
典
の
誇
張
さ
れ
た 

ぅ
し
點
に
就
て
は
、
後
に
©

ら
|說
W
す
る
必
耍
あ
る
が 

故
な
b

o
今
假
り
に
セ
リ
グ
マ
.，ン
氏
の
舉
ぐ
る
處
f

マ 

一
シ
ユ
ー
ス
氏
が
其
の
著「

歷
史
の
®
刺
的
评
釋」

H
h
e 

| 

.Spiritual 

I
n
t
e
r
p
r
e
t
a
t
i
o
n

 

o
f

 

ぬistory. 

 ̂
に
於
て
論
せ

了
る
諸
點
^

を
一i

小
し
て
、
反
對
論
の
一
般
を
代
表
せ
し
め 

.一
ん
と
欲
す
。

■セ
リ
グ
マ
ン
氏
は
經
濟
的
史
觀
論
に
對
す
る|

般
の 

反
對
論
を
ば
五
0

に
區
分
せ
办
。
即
ち(

第

一
)

經
濟
的 

史
觀
論
は
定
命
主
義
を
奉
せ
.る
も
の
に
し
て
.、
自
自
意 

志
說
：に
反
し
"
偉
人
の
價
値
を
全
然
無
視
せ
る
も
の
な 

m
値
，
 

笫
3L
®

九
九



；• い. . 織幾逸^ ^ ^

’ .'■'： iijllil.い;

0
f
$ 

(

六
'
®o

.

雜

錄

經

濟

的

卷

輸

e

愤
値

る
>
故
に
否
な
り
と
す
a
も
1

,
蓊
ニ
：

)

猶
濟
的
^

觀

し

f

.

即
ち
2

:)

人
鯓
本
茂
々
雜
0
、
各
％

|

丨 

'.
:

「

論
に
於
て
は
歷
史
的
優
则
を
.ば
歸
め
：た
I

雖

戈

滕

史
的
法
則
S

在
せ
名
否
や
は
今
H
尙
ほ
疑
間
？

き
抽
象
的
の
人
類
論
す
I

あ
l

b

:

、

m

 

る
處
な
る
が
故
に
、
此
S

1

I

す
る
こ
f

得

人

類

I

好
惡
、
意

志
，
.性

類

^

 

ず
と
す
る
も
の(
#
三
K

の
學
說
は
亂
會
主
義
の
臭
す
る
.も
の
？

。(

ニ)

母
に
相
聯
結
し
て
經
濟
的
資 

味
を
帶
び
た
る
^

飲
に
：否
な
A

v

tる
.も
の
。(

第
®> 

|

論
は
餘
り
に
歷
史
上
の
噂
人
の
意
義
を
無
砌
せ
b
o 

、此
の
得
說
は
歷
史
>
に
於
げ
る
偷
观
的
及
び
精
神
的
勢I 

(

三)

習
慣
に
現
れ
た
る
行
爲
の
內
に
酒
想
的
觀
念
あ
.
 ̂

:;
:力
を
無
砸
せ
•る
钦
に
■、
_

な
b

f
t'
る
も
の
6
最

後

に

:
家
庭
的
慣
普
^

—

例
へ
ば
我
國
に
於
け
る
三
乃
五
刀
の 

:
'

(

第
^
!吨
の
‘學
說
.は
^
大
に
失
せ
り
s
な
す
も
の
、五
節
句
の
如
^
、勿論是に伴ふ經濟的方而ありど雖 

:
^
-
c
\同
氏
は
以
上
五
ヴ
0
反
對
說
に
避
し
て
ニ
々
„詳

も

、其の經濟的方面を支配する精神的方而ある 

!,
細
に

®
論せられた

6
;^
雖
も
、朱
だ
必
ず
し
も
鬼
分
こ
と
を

_
却
す
る

> j

ビ
を
得
ず
。

(

四)

思
亦
^
疾

>̂
給 

'

:

|
ビ
M
考
し
得
す
。
且
ク
ア
シ
ュ
t

ス
氏
は
.

「

歷
史
亿
|
:負
若
し
く
は
嫉
妬
0
如
&
は
、
其
の
.起
源
す
ら
も
全
然 

適
用
す
る
に
は
經
濟
的
史
觀
論
樣
瑙
純
に
失
甘
シ
^
と

^

經
濟
的
或
は
地
理
的
の
も
の
S
云
ふ
を
得
t

岛
色
V 

,の
反
倒
を
以
0
.て
し
、

:§
1
に
；氏
，は
人
類
.が
猶
的
本
能
に
稲
對
黑
色
人
種
の
！

^

®
の
如
き
、
乃
至
は
现
在
|
|
和
會 

ノ

依

沒

て

*
使
さ
る
、化
學
的
機
械
以
上
の
あ
る
も
の
な
議
に
於
け
る

W
本
の
聖
出
せ
る
ス
純
的
袭
別
撤
發
案
の 

:
る
こ
と
を
說
き
、
-進
ん
で
是
等
の
事
實
を
.具
體
的
に
.•區
：

提
議
が
容
易
に
各
'國
の
認
容
す
る
所
く
な
ら
ざ
る
が
如 

;
::
:
別
し
て
次
ぎ
に
述
ぶ
る
が
如
き
八
.っ
0.
,反
對
^
素

を

示

:
さ
、
勿
論
其
.の
||
1
]に
地
理
的
經
濟
的
漣
_

の
存
せ
ざ
る
’

に
蜞
あ
ち
ず
、
即
ち
米
國
濠
洲
等
'0
2
2本

^

對

す

る

經
 

濟
掷
恐
怖
が
有
カ
な
る
拭
對
原
诩
た
h
y
i 
i

全
< 

是
ビ
離
.れ
て
人
稱
，的
僻
見
な
き

に

あ

ら
中
。
棘
み
に
吾 

人
が
ア
ィK

 

'
生
蕃
等
の
如
き
未
®
人
^
對
す
る
.時
を 

:

想
.像
せ
：ょ
"敗
し
て
何
等
の
人
種
的
雷
見
な
き
や
帝
や
。
 

(

五)

親
の
慈
悲
、
W
檢
ヽ
名
#

、
遊
熾
、
：光
榮
、
等
の 

非
經
_

威
情
、
乃
至
.主
君
若
し
く
抹
®

に
對
す
る 

1M
4
節
の
>
5は

時

杧

經

濟

的

法

則

以

上

に

强

カ

な

>

。

尙

迤
源
.
.0
如
何
(-
;
關
せ
す
、
斯
如
$
»
源
ビ
は
全
く
離
忭 

て
作
用
す
る
事
：實
を
過
看
せ
.ト
0
.
こ
は
經
驗
的
事
實
な 

る
が
^

に

こ

れ
を
經
濟
的
起
源
蚊
歸
す
る〜

J
と
を
得
ベ 

し
ミ
雖
も
、
斯
如
ぐ
越
源
^

依
つ
て
活
力 

vital f
o
r
B

 

を
測
定
せ
ん
i
欲
す
る
は
：恰
も
軍
一
な
る
.公
式
の
た
め
. 

に
^

®
 

>發
達
を
無
視
す
る
が
如
く
、
a

論
的
興
味
の 

た
め
に
歷
史
を
非
人
.格
視
す
る

が
如
し
。

マ
シ
r

ス
庆
は
/以
上
節
萆
に
»
說
せ
る
所
の
八
っ

ほ
：社
會
侧
‘體
を
®
成
す
る
に
力
#
る
擒
倣
の
原
則
も
亦I

の
滕
史
上
に
現
れ
た
る
入
格
的
製
素
を
.舉
げ
、
.精
神
，的 

f

。(

六
>
騰

術

：に

對

す

ゐ

戚

激

の

如

き

«
、
或

は

地\

要
素
を
認
識
す
る
#
要
を
說
き
た
b
。
勿
論
f

雖
も

理

的

枕

：經

濟

的

^
制

限

せ

ら

る

、Z
ビ
.あ
：る

べ

し

と_

.も
、
そ
れ
以
上
の
ぁ
る
も
の
31
:
の
中
狀
舴
せ
り
。
；

(

.七)
\

 

歴
史
は
‘道

德K

敎
等
妃
#

す
.る

理

想

着

し

く

は

：
信

仰

の

：て 

事
*
に

.滿v

b
°
例
へ
ば

十
字
軍
、宗
敎
改
革
の
如
.き
：

: 

單
に
經
濟
的
原
観
を
以
つ
.て
の
み
.解
釋
す
る
こ
と
を
得 

::

ざ
る
免
の
な
办
。
.最

後

に

ハ

入

)

す

べ

て̂

經

濟
§
史
_
« 

■
は
.
菩

人
 

o
-g
i

!l
:
g
l
:
:
l
M

o;
Q
a
c
i
o
u
s 

;
m

t.
v
^
s が
'»
の

)

笫
I

f
 

c 六
！
！

七)

0

0

•

是
等
精
神
的
解
释
の
制
限
を
認
め
ざ
る
に
は
ぁ
ら
ず
。
 

さ
れ
ど
^
は
.！，

般
的
に
.歴

史

上
の
#
®:
の
精
神
的
影
響 

を
說
明
し
相
る
後
、
社
會
的
進
化
を
硏
究
し
三
つ

の

傾 

佝
.

*§
;
て
、
.精
神
的
方
而
紀
カ
說
せ
ト
。
即
ち(

一) 

外
的
權
カ
.に
，訴
へ
し
も

：

の
も
、
次
第
R
內
的
許
否
の
思 

m
t
代
り
れ
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
外
形
的
權
カ
の
支 

配
に
迤
炉
す
3

て
、
灼
的
の
逾
徳
ヵ
に
侬
れ
る

如
く
な

m 
.
 

.
姑
.義

5

1



"丨;
I
II

.第
十
§
 

(

六
四
八y 

’

0

錄

..鎺
溃
的
史
觀
論
霞
値

璧

號

5
 
二

卜

た

るこ
と
。(

1

ー)

個

人

の

入

格

的

憤

値

を

j

層

認

む
 

る
に
：至
矣
る
こ
艺
。(

2)

權

利rights

の

た

め

.
の

爭 

闘

も

次

第

.に

茈

義

justice

一
 
の

た

めit
變

り

た

る

等

の

傾
 

如

を
: ^
げ

た

氏

は

詳

細
^
是

等

に

就

て

j

々

論

述 

M
に

精

神

的

憤

値

の

，
必

M
な
る
所
以
を
カ
說
し
、

ぐ
し
も1

一
つ
の
史
觀
を
必
要
ビ
す
。

一
は
非
人
格
的
に
し 

て
、
地
理
的
經
濟
的
勢
力
の
作
用
を
合
む
も
の
。
他
の 

一
は
人
格
的
の
も
の
な
b
c」

s

。
又
セ
リ
グ
マ
ン
氏
も 

亦

「

歷

史

，ぁ

つ

：
て

以

來

の

人

類

の

精

神

的

勢

力

の

及

べ

ノ

る

諸

現

象

の

す

べ

て

.を

.，
經
濟
要
素
：の
硏
究
の
み
を
以 

つ
て
、
' 充
分
.明
白
に
說
明
せ：

ん
と
す
る
は
杏
な
^
Nuc
c

v
t

M:
:i
的
秩
序
；̂
於
て
は
架
に
經
濟
的
欲
璧
の
滿
足
に
向|

つ
5

く
力
以
上
の
ぁ
I

f

在
し
、
經
濟
的
史
舰
.

云
へ
b

r
兩
氏
各
々
S

立
脚
地
を
異
に
し
た
i

雖

論
の
み
に
依
？

眞
の
人
生
の
I

び
傾
.

^
思
察
せ
：I 

4

局
に
於
て
は
略
々
同一 :.'

な
I

云
ふ
を
得
べ
し
。
 

ん
乙
ど
は
、
不
可
能
.な
る
こ
と
を
述
べ
た
9
0
.氏
の
®
 

|

索
は
極
め
て
某
督
敎
的
选
彩
を
帶
び
た
る
點
な
き
に
ぁ 

ら
ざ
办
ど
も
、
亦
一
、部
0;
滕
史
觀
を
代
表
す
る
も
の
な 

i

t
 

>

R興
哝
ぁ
る
は
セ
リ
グ
マ
ン
氏
は
經
濟
的
史 

觀
論
を
考
察
肯
宛
せ
ん
S
し
て
、
精
■
的
史
觀
を
許
容 

し
、
マ
シ
ユ

ー
ス
氏
は
精
刺
御
史
觀
論
.を
肯
定
せ
ん
^
し 

て
、
經
濟
的
史
_
を
苏
の
根
庇
に
同
七
く
認
容
し
た
る 

ミ
ビ
是
な
り
。

マ
シ
ユ
ー
ス
庆
日
く
、「

吾
人
は
唯
一
の 

■&
觀
の
み
k

て
は
不
可
な
る
こ
ど
を
發
見
せ
A
。
少
ぐ

然
ら
ば
如
何
な
る
程
度
に
於
て
、
精
_

的
*
觀
論
と 

經
濟
的
&
觀
論
と
相
關
係
す

る

も

，の
な
b
や
。
上
述
せ 

.る
經
濟
的
史
觀
論
k
反
對
す
る
諸
說
と
經
濟
的
史
觀
論 

そ
の
も
の
ビ
の
關
係
を
明
白
に
し
て
、
先
づ
經
濟
的
史 

觀
論
の
限
界
を
明
瞭
^
せ
ん
^
欲
す
。
然
る
時
は
以
上 

述
ベ
た
る
^
を

'
ー

括

し

て

次

の

五

間

«

^
な

し

、
是
を 

解
決
せ
ば
略
々
^
を
な

り
S
思
惟
ず
。

‘

第1
、

經
濟
的
史
觀
論
と
人
秫
學
的
感
惝
S
の
關
係 

如
何
？
秫
族
的
僻
見
に
關
す
る
»1
|
]題
、
及
化
人
格
を
無

I

I

I

I

j

|

|

I
!
I

視
せ
り
と
の
攻
擊
に
對
し
て
、

ー
^
解
釋
を
與
ふ
る
こ 

と
を
得
：べ
し
。

第
二
、
經
濟
的
史
觀
.論
'̂
生
物
學
的
感
情
£
の
關
係 

如
何
。
.
.

」

れ
亦
秫
放
的
僻
見
に
對
す
る
他
の
見
方
ょ
P 

.

^

る
解
釋
を
與
ふ
る
ゼ
共
に
：、：親
的
愛
、
名
®
、
胃
險
べ 

」

遊
戯
等
は
關
す
る
問
題
を
解
決
し
得
ベ
く
、
.
Mに
®
術 

に
關
す
る
一
部
の
見
方
を
も
示
し
得
べ
し
。
；
，

第
三
、'
經
濟
的
史
觀
論
ビ
社
會
主
_
ど
の
關
係
如
何 

第

四

、
，，
膪

史

的

法

則

の

^M
^

經
濟
的
史
觀
論
S
の 

關
係
如
何
。，
合
せ
て
經
濟
的
史
觀
論
が
定
命
主
_
な
る
. 

や
否
や
を
も
解
決
む
得
べ
し
。
：

.

第
芄
、
經
濟
的
史
觀
論
ミ
精
神
的
方
面
と
の
關
係
如 

何
9
:乙
、
に
云
ふ
精
神
的
方
面
に
は
個
人
の
人
格
、
宗 

敎
上
の
信
仰
、
理
想
、
及
び
藝
術
的
憧
憬
を
合
む
、
合 

せ
て
M
史
上
の
偉
人
を
經
濟
的
史
觀
論
は
果
し
't
l

M
視 

せ
^N

や
否
や
に
就
て
も
論
す
.べ
し
。
 

以
上
五
ヶ
條
の
關
係
を
明
_

に
_せ

ば

、
.
自

ら

經

濟

的
 

第
十
三:#
• 

C

六s

九
V

:
雜

錄

"

經
濟
的
典
观
論
f

値 史
觀
論
が
誇
大
に
失
せ
ぅ
や
否
や
、、
及
び
同
史
觀
は
餘 

&
に
軍
純
な
6
や
杏
.や
の
間
题
を
：も
明
か
に
な
す
こ
ビ 

:

を
得
べ
し
。
續
ぃ
て
物
質
對
精
神
の
膝
史
的
傾
向
を
龈 

察
す
れ
ば
、.マ
ル
ク
ス
の

g

へ
た
る
®
濟
的
史
觀
論
が 

果
し
て
如
何
な
る
程
度
に
於V

眞
な
む
や
否
や
、
即
ち 

:

斯
論
.の
價
値
及
び
限
界
を
明
か
に
な
し
得
る
と

信
ず
。

.

:

こ
れ
敢
て
是
等
の
間
題
に
關
し
て
以
下I

々
論
せ
ん
S 

欲
す
る
所
以
な

(
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